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千年 あまり も 前に、 我々 の 祖先の 口 馴れた 「ある」 と 

ことば と 

言 ふ 語が ある。 「産る」 の 敬語 だと 其 意味 を 釈き棄 て 

たの は、 古学 者の 不 念であった。 私 は、 ある 必要から、 

万葉集に 現れた > けの 「ある」 の 意味 をば、 一々 考へ 

て 見た 処、 どれ も此 も、 存在の 始まり、 或は 続きと い 

ふ 用語 例に 籠って 了うて、 一 つと して 「産る」 と飜さ 

ねば 不都合 だと 言 ふ 場合に は、 出く はさずに すんだ。 

かの 語 を 「産る」 と 説く の は、 主に 賀茂 のみ あれに 惹 

かれた 考へ であるが、 実の 処 みあれ 其 物が、 存在 を 明 



ら かに 認める、 即、 出現と 言 ふ 意に 胚胎 せられた 語 だ 

と 信じられる。 

此事は 柳 田 国 男 先生 も 既に 考 へて (山 島 民譚集) 居ら 

れる。 尤、 神 或は 神なる 人に かけて、 常に 使 ひ 馴れた 

為、 自然 敬意 を 離れて は 用 ゐる事 は 無くなって ゐた。 

其 一類の 語に 「たつ」 と 言 ふの が ある。 現在完了 形 を 

とった もの は、 「向 ひの 山に 月た、 り 見 ゆ (万 葉巻 七)」 

など 言 ふ 文例 を 止めて 居る。 此語は 単に、 今 か 以前 か 

に 標準 を据 ゑて、 進行 動作 を 言 ふだけ の もので はなく、 

確かに 「出現」 の 用語 例 を 持って 居た。 文献 時代に 入 

つて は、 月た ち • 春た つな どに 纔 かに、 俤を 見せて 罟 



たばかりで、 敬語の 意識 は 夙く に 失 はれて ゐる。 

詉訪上 社の 神木に、 桜た、 い 木 • 檀 た、 い 木 • ひく さ 

た、 い 木 • 橡の木た、 い 木 -岑 た、 い 木 • 柳た、 い 木- 

神殿 松た、 い 木が あり、 ^^は 「湛」 の 字 を 宛てる 

由、 尾 芝 古樟氏 (郷土 研究 三の 九) は 述べられた。 此 

等 七 木 は、 桜な り、 柳な りの 神た、 りの 木と 言 ふ義が 

忘れられた 物で ある。 大空より 天降る 神が、 目的と 定 

めた 木に 憑り ゐる のが、 た、 るで ある。 即、 示現して 

居られる ので ある。 神の 現り 木. 現り の 場 は、 人相 戒 

めて、 近づいて 神の 咎め を 蒙る の を 避けた。 其 為に、 

た、 りの つみと も 言 ふべき 内容 を 持った 語が、 今 も 使 



ふた、 り (祟) の 形で、 久しい 間、 人々 の 心に 生きて 

来たので ある。 

神に 手芸の 道具 を 献る事 は、 別に 不思議で も 無い が、 

線 柱の 一 品 だけ は、 後世 臼が 神 座と なり 易い 様に、 ひ 

よつ とすれば、 神の た、 りの よすがと なった 物 かも 知 

れぬ。 絡垛 • 臥 機が 夢に 神憑り を 現ずる 事、 姫 社の 由 

来 (肥 前 風土記) にある。 機 は、 同じ 機 道具の 縁に 引 

かれた のかと 思 ふ。 

神の^^の よすがと なる 物が、 阿 礼 • みあれ と 呼ばれ 

た 事 は、 説明 は 要すまい。 今日 阿 礼の 事 を 書いた 物 は、 

すべ て此 語に 言語 情調の 推移の あった、 後期 王朝に 出 



来て ゐる。 

賀茂 祭りに、 みあれ に (としての 意) 立てた 奥山の 榊 

は、 かなり 大きな 立ち木 を 採り (賀茂 旧記) 用 ゐた根 
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こじの 物であった らう。 そして、 種々 の 染め 木綿 を垂 

でる 事が、 4 ^としての 一 つの 条件であった らしい。 

此際、 内蔵 寮から 上 社. 下 社へ、 阿 礼の 料と して、 五 

色の 帛六 疋、 阿 礼 を 盛る 莒八合 並びに、 布の 綱 十二 条 

を 作る 料と して、 調 布 一 丈 四 尺 を 出す (内蔵 式) こと 

になって ゐる。 其 綱 はみ あれ を舁ぐ 時に、 其 傾く 事 を 

調節す る 為に、 つけた ものと 思 はれぬ でも 無い が、 や 

はり 祭りの 終りに わが 方へ 引き倒して、 一年の 田畑の 



幸福 を 占 はう としたの が、 一 種の 歌枕と して 固定す る 

までの、 みあれ ひきの 実際な ので あらう。 「大幣 の 引 

く 手 あまた」 など 言 ふの も、 引き綱が やはり、 みあれ 

の 五色の 帛の 長くな つた 物なる 事 を 示して ゐ るので、 

木綿の さがった 小枝 を 引き 折る 事ではなかった 様で あ 

る。 後期 王朝の 人々 の 見た みあれ の 引き綱に は、 鈴が 

つけて あつたと 見えて、 

われ 引かむ、 みあれ につけて 禱る こと、 なる く 

鈴の まづ聞 ゆなり (順 集) 

と あるの は、 西 行の 

思 ふこと みあれ のしめに 引く 鈴の かな はずば 



よもなら じと ぞ思ふ 

と 言 ふ 歌 を 註釈に すれば、 まづ 納得 は 行く 様で ある。 

伹、 二人の 間に は、 かなりの 時の 隔たり は あるが、 要 

点 はま づ 変化の 無かった ものと 見られる。 

山家 集の 作者の 目に は、 其 引き綱が、 今日 我々 の見馴 

れてゐ る 鰐口の 緒 同様に 映って 居たら しいが、 殺伐な 

年 占が、 ^と 言 ふ 語の 他の 用語 例 を 使うて、 緩やか 

な 祈願に 移って 行った ものと 見るべき であらう。 昔 も 

今 も、 歌よ みな ど は、 大ざっぱな 事 を 言 ふ 者で、 語 通 

りに 信ずる の は 愚かしく も 思 はれる が、 今一 つ 引く と 

あれ ひきに 行き 連れて こそ 千 早ぶ る賀 茂の 川 波 



立ち 渡り つれ (古今 六帖) 

の 「行き 連れ」 は、 行きずりの 物見 人が、 偶然 一 つの 

方角へ 行く、 と 解かれ さう であるが、 共同の 幸福 を 願 

ふ 人々 の 行く 様と 見る のが、 時代の 古いだ けに、 適当 

な 様に 思 はれる。 

大嘗 祭の 儀式に、 八 人の 舞 人が てん 手に 執った 阿 礼 木 

(貞観 儀式) は、 既く とりものの 枝 を、 直ちに 然呼 ぶま 

で 変って 居た のか、 其と もま だ、 此 古い 祭りに は、 古 

風な みあれ 木が 宮中に 樹 てられ、 其 木綿と り垂 でた 枝 

を 折り 用ゐ たの か 判然せ ぬ。 賀茂 或は 松 尾の 阿 礼ば か 

りが 名高くな つたお とつ 世の 歴史家 は、 此 を山祇 系統 



の 神の 依 代と 見る かも 知れぬ。 併し こ、 に まだ 一 つ、 

宮中の 阿 礼が ある。 

二 
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正月 十七 日の 射 礼に、 豊楽 殿の 庭 上、 射手 を 呼び出す 

人の 控 へる 座の 南 一 丈の 処に、 其 日、 夜の 引き 明け か 

ら樹 てられる 一 一種の 立て物が ある。 すべ て 今日から は 

想像に 能 はぬ 事 だらけで は あるが、 一 つ は烏羅 (^^ 

す あみ 又はと なみと 訓 むか) と 言 ふ 物 十二 旒。 各 二 株 

の 竹の 間に、 ニ条 の、 長さ 八 尺 • 幅 八 寸の帛 に 鈴 二つ 
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づ、 つけて 張り 渡したら しく、 色 は 縹と緋 とが 六旒 

づ、 であった。 其 外に、 今一 つ あるの が 阿礼幡 である。 

右に 六旒、 左に 六旒、 紫. 深緑 • 緋 • 緑. 黄. 浅緑と 

言 ふ 順序で、 柄が つけて ある。 其 外、 花 槍廿ロ • 幡廿 

旒を樹 てる (掃 部 式 • 兵 庫 式)。 

烏 羅と言 ひ、 阿 礼 幡と言 ひ、 他に 見えぬ 語で あるが、 

此処の 阿 礼 も、 射 礼の 場に 神 を 招ぎ 下した 古風と 見ら 

れ よう。 尚 かの 兵 庫 式の 文の 後に、 羅と幡 とを樹 てる 

に 入用の 木綿 や 黒 葛 は、 大蔵の 方で 請 ひ 受けて 来た 様 

に 書いて ゐる。 黒 葛 は 物 を 纏く 為で あり、 木綿 はとり 

垂でゝ 神に 献る 物で ある。 



阿 礼 其 他の 立て物の 竿頭の だし (郷土 研究 三の 九) と 

して、 榊 葉. 木綿が 括られた と 見る か、 竿の 神聖 を 示 
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す 為に、 其 根方 を榕の 葉と 葛蔓 で 纏き 厳る 野 間 権現 

の 神霊 を 移す 木 (三国 神社 伝記) と 同じ 意味 あ ひに 使 

はれた 物 か、 即決 は 出来る 事で ない が、 阿 礼幡が 神の 

出現 を 待つ、 や は リー つの^^であった 事 を 証す る だ 

けに は、 役 だって くれる 様で ある。 さすれば、 十二 旒 

の 阿 礼幡を 元は、 一本の 竿頭から 長く 垂れた あまたの 

ュ フ サキ 

染め 木綿が、 十二 本の 柄の 尖に 別れる 様になつ たと 考 

へる の は 順当な 想像で あらう。 

コスヰ ハン キ モ カブ 

花時に は 花 を 以て 祭り、 鼓吹 • 幡 旗 を 用って 歌舞して 



祭る (紀 一 書) と ある 化の 窟 の 祭り は、 記録の ぺ いぢ 

の 順序 を、 其 儘 時間の 順序と 見る 事が 出来れば 幡 旗と 

言 ふ 語の、 見えた 初めで ある。 此 花と 幡と は、 緦で以 

て 作った (熊 野三卷 書) との 古伝が ある。 繩で蓆 旗 を 

こしら へたと も 見えぬ 文面で あるから、 やはり 竿頭 か 

ら幾筋 もの 繩を 垂れた 物と 見る 外 は 無い。 上代から 然 

りと 信ずる 事 は 出来ぬ にしても、 尚 江戸より は 古くの 
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為来りと 考 へられる。 

われく は、 疑 ひ 深い 科学者と 肩 を 並べて 生きて 居る 

の だから、 布よりも 緦のゅ ふしで を、 無条件に 古い 物 

と 速断す る 事 はためら ふが、 竿頭から 緦 或は 木綿 を 長 



く 垂れた 物 を はたと 言うて ゐた事 は、 認めない 訣には 

行かぬ。 われく の 国語が、 不変の 内容 を 持った ま、 

で、 無窮の 祖先から 罔 極の 子孫に 語り 伝 へられる もの 
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と考 へる の は、 やまとた ける ゃ義経 も、 石の 槨 の 口 さ 

へ あければ、 現代人と 直ちに 対話 を まじへ る 事が 出来 

ると 信じる 事で ある。 

記 -紀 の 叙述と、 其に 書記せられ なかった 以前の 語部 

の 素の 物語の 語り はじめと では、 其 昔と 言 ひ、 今と 言 

ふに も、 非常な 隔たりが ある。 記. 紀に 「ある」 と 書 

いて ゐる事 は、 既に 幾 十 百年 以前に 「ない」 とき まつ 

た 事で あるか も 知れぬ。 わり あ ひに 変動の 尠 かるべき 



はず だからと 言 ふので、 名詞の 内容 を 千年. 二 千年に 

亘 つて 変らぬ と考 へる 人 は、 通弁な しに 古塚に 出かけ 

て、 祖先と 応対が 出来る 訣 である。 

物に 驚く こと、 猶 今日の 我々 の 如くであった 祖先 は、 

明治 • 大正の 子孫が 日傘 • あげものと 言 はずに 直ちに、 

ばら そる . ふらい と 言 ふ 様な、 智慧 ある 無雑 作 は 持ち 

合せなかった。 物と 物と を 比べて、 似よりの 点 を 見つ 

けて は、 舶来の 四角な 字に 国語の 訓み をつ けて 置いた。 

其 中に 四角な 文字 其 儘の 事物が 渡って 勢力 を 得る 様に 

なれば、 国語の 軒端 を 貸した 固有の 事物 は、 どんぐ 

と 取 りか へられて、 母屋に は 何時の間にか、 殆ど 見知 



りの なかった 新しい 事物が 座り こんで ゐ ると 言 ふ、 直 

訳に 伴うて 起り 勝ちの 事実が、 と 言 ふ 語 及び 品物 

の 上に もあった。 



語部が 語り 始めた 頃の はた は、 今の 日の丸の 国旗の 様 

な 形と 用途と を 持って 居なかった かも 知れぬ。 斉明天 

皇 の 四 年、 蝦夷 淳代 ノ郡ノ 大領沙 尼具那 以下に 艄旗廿 頭、 

津軽ノ 郡ノ大 領馬武 以下に も 艄旗廿 頭 を 授けられた 

(紀) の は、 同族の 反乱に 当てる 為で あらう が、 艄と言 



ひ、 頭と 言 ふの は、 其 旗の 形容 を髡髴 させて、 三 巻 書 

の 緦の幡 に 近づかし める。 

字面 通りに 想像 すれば、 竿頭に は 円く 束ねた 物が あ つ 

て、 其から 四方八方へ 蛸の 足の 様に、 布な リ緦 なりが 

垂れて 居る 形で、 今日 地方に よって は、 葬式の 先頭に 

髯 長く 編んだ 竹 籠 を、 逆に 竿頭に つけて、 紙花 を 飾つ 

て ふつ て 行く 花 籠な ど も、 其に 引かれて 思 ひ 浮べ られ 
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る。 今日 旗の 竿 尖に つく 金の 球 や、 五月幟の 籠 玉の 源 
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になる 髯籠 (髯 籠の 話 参照) の 筋 を 引いた 物に 相違な 

いので ある。 まさかに 緦のゅ ふしで や、 竹の 髯籠 や、 

花 籠 を 下された ものと も 思 はれぬ が、 今の 日の丸の 旗 



など、 は 大分 遠い、 却ってば れんな どに 似よ つた 形の 

物ではなかった らう か。 

もっと 異風な 幡は、 前に あげた 肥 前 風土記 基 肄ノ郡 

姫社ノ 社の 由緒に 見える。 姫社郷 の山途 川の 門 (川口 

か) の 西に、 荒ぶ る 神が 居て、 道行く 人 をと り 殺す の 

で、 其 訣を占 ふと、 筑前宗 像 郡の 人珂是 胡に、 自分 を 

斎 は せれば、 穏 かになら うとあった。 珂是 胡、 幡を捧 

げて 祈る に は 「実際 私に 祀られ ようとの 思 召しなら、 

どなた 様で あるかお 示し 下さい。 其に は、 其本処 のお 

社に、 此幡が 風に 乗って 行って 落ちます 様に」 と言う 

て、 幡を 挙げて、 風に 順うて 放った 処が、 御原 郡の 姫 



社 之 社に 墜ち、 再 飛び 返って、 山途 川の 辺の 田 村に 来 

て 落ちた ので、 神の 在処が 知れた と ある。 此幡、 今日 

の 人の 考 へに 這 入って ゐる 旗の 様な 物で はなく、 形 は 

違うて ゐる としても、 幣束と 同じ 用 をした 物で ある 事 

だけ は、 否定が 出来ぬ。 
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小 子 部ノ栖 軽が 三 諸 山の 神 を捉へ に 行った 時 は、 

ァカキ 力 ゾラ ァカキ ハタ 

朱 蘿を つけ、 朱幢を 立て ゝ馬 を馳 せた (霊異 記) と 

言 ふ。 神を捉 へたと 言 ふの は、 後期 王朝の 初めの 人の 

解釈で、 実は あかはた を 立て、、 神を迎 へた 事 を 示し 

て 居る ので ある。 神 功 皇后が 小山 田 ノ邑の 斎宮に 入つ 
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て、 自ら 斎主と なり、 武内ノ 宿 禰に琴 を撫ら させ、 



烏賊 津ノ 使 主 を 審神者 として、 琴の 頭. 琴の 尾に 

チ ハ タノ タカ ハ タ 

千 繒高繪 を 置いて、 七日 七夜の 間 神意 を 問 はれた (神 

タケ 

功紀) と あるの は、 沢山の 長の 高い 幣束で 琴の 周り を 

とり 捲いて、 神依リ 板に、 早く 神のより 来る 様に、 と 

の 用意と 見る 外 はない。 

口才 

外国語 学校の 蒙古語 科の 夜学に 通うた 頃、 満洲 人羅氏 

から、 蒙古語で 幣束 を Katak と 言 ふよし を 習うた。 其 

後、 三省堂の 外来語 辞典が 出た の を 見る と、 鳥居 龍 蔵 

氏が、 ^の 語原 を、 蒙古の 即 幣束に 関係 ある も 

のとして 居られた。 此は 恐らく、 子音 k を 聴きお とさ 

れ たので は 無から うかと 思 ふ。 又、 白木屋の 二階で あ 



つた 同氏の 個人 展覧会で、 右の はたつ くの 実物 を 見る 

事が 出来た。 柄 はすべ て 一本の 矢で、 矢 弭の処 に、 小 

さな 銅鏡 をつ け、 五色の 帛が 幣束 を 思 はせ る 具合に 括 

りつけ てあつた。 東歌の 

山鳥の 尾ろ の 务 尾に 羅摩 かけ、 捉ふ ベみ こそ、 

汝 によ そりけ め (万 葉巻 十四) 

と 言 ふ 歌 は、 依然として、 謎の 様に 迪られ るの みで あ 

るが、 根本に は、 山鳥の 秀 尾を矧 いだ 矢に、 鏡 を かけ 

たと 言 ふ 幣束が、 古い 日本に も 行 はれて 居た 事実 を、 

潜めて 居る 様な 気がして ならぬ。 

賀茂 祭り や、 射 礼の 43 に、 染め 木綿 をつ かうた の も、 



右の はたつ くと 似よ つて ゐる。 白 和栲. 青 和 栲の物 さ 

びし い 色 を 神々 しい 物と して、 五色の 3,^ を 遥か 後れ 

て 世に出た 物と 思 ふの は、 却ってく すんだ 色 あ ひ を 喜 

ぶ、 後世の 廃頹 した 趣味から わり 出して、 物 喜び をし 

た、 幼い 昔の 神に おしあて たものと 言 はねば ならぬ。 

処が 又、 然る 古代 こがれで ない 人々 から、 近代 風に 謬 

られ 相な、 葬式の 赤幡. 青幡、 降参の 素幡が ある。 

四 

お 互にせ はしない 世の中に 生れ 合せて、 紙魚の 住みか 



オヤ/ \ 

におち くと、 見ぬ 代の 祖々 と 話し 交しても 居られな 

くな つた。 其 為に、 心の底から 古な ぢ みの 様な 気の せ 

ぬ 物 は、 夙 かれ 遅 かれ 何時かの 昔に、 海の あなたから 

渡って 来た 迄、 影 も 形 も、 此土 にはなかった もの、 と 

早合点に きめられて 来た。 和 順の 心 を 示す 白旗の 如き 

も、 人に よって は、 とてつもない 新 舶来の 代物と 考へ 

てゐ るか も 知れぬ。 併し 此は 寧、 純朴な 物忘れで あつ 

て、 二三、 学問 を 享楽す る 事 を 知った、 譬 へば、 名 あ 

シャゥ 

る 者と し 言へば、 巾着切りの 生 国 迄 も、 自分の 里に ひ 

きつけねば 措かぬ 物識りた ちに、 鼻の さきで あ ひしら 

はるべき もので はない。 



上き 子 
枝 i の 



古く、 白旗 を樹 て、 和 順 • 降伏の 意 を 現した、 と 見え 

る 事実 は ある。 周 防の 娑 i の 魁 師神夏 磯 媛 は、 天 

使 ひ 来る と 知って、 磯津 山の 賢 木 を 根 こじに し、 

に 八 握 ノ劎、 中 枝に 八咫ノ 鏡、 下 枝に は、 八 尺瓊を 掛け 

た 上に、 素幡を 船の 舳に樹 てゝ、 参向うた (景行 紀)。 

又、 新羅 王 は、 素 旆而自 服、 素 組以面 縛、 封 一一 図籍 一、 

降 二 於 王 船 之 前 一 とい ふ 風で、 念の 入った 誓 ひ を 立て 

た (神 功紀)。 後の方 は、 漢文の 筆 拍子に 乗った とも 言 

へよう が、 前の もの 迄、 牛 酒 ニニ 匁 矛の 一類と 見る の 

は、 聊か 気の毒で ある。 

唐ぶ りと も 見えぬ 白旗 は、 此外 にも ある。 行方 郡 当 麻 



郷の 国栖の 寸津毘 古が、 倭武 天皇に 斬り 殺された 時、 

寸津毘 売の 懼悚 心愁、 表 二 挙白幡 一 迎レ道 奉レ拝 (常 陸 

風土記) と ある 話 は、 幼稚な 詞藻 を ひねり 廻した 此書 

物で は あるが、 出来心で 筆が 反れた ものと は 思 はれぬ。 

とにかく、 前期 王朝の 頃に は、 戦争 を やめる 心 を、 て 

つと りば やく 示す 手段と して 白旗 を竪 てる 風習 を 認め 

て 居た 事 は、 確から しい。 だからと 言うて、 直 様 降服 

の 意志 表示と 見る の は、 早計で あるか も 知れぬ。 何に 

しろ 其処に 歩みよ る 道順と して、 かう 言 ふ 階段 は 経て 

キタナ ヲ 

ゐ よう。 其 は、 汚き 心なき 由 を、 白幡 立て、 神 を 招ぎ 

下した 場所で 誓 ふと 言 ふ、 古い 信仰 形式の 片 われで あ 



殊の 場合に 限って 使うた 物であった 故 かも 知れぬ。 

ァヲ ハタ 

白幡と 似た 青 幡と言 ふ 物が ある。 あ を はたの 木 幡- あ 

ォサカ 

を はたの 忍 阪の山 • あ を はたの 葛 城 山 (万 葉) など、 

枕詞に 用ゐ たのが、 其で ある。 何れも、 山に 関係の あ 

る処 から 旗の 靡く 様 を 山に 準へ たもの、 と考 へて ゐる 

様で ある。 枕詞 成立の 時代から 言へば、 此詞 など は、 

中期に 入れて 然るべき ものである。 奈 良の 寺々 に樹て 

並べた 外国 風の 幢幡 は、 見 も 知らぬ 飛鳥. 藤 原の 宮人 

の 口な どから、 生れた ものと 思 はれる。 白 和栲. 青 和 

栲と 対照せられ るのから 見ても、 青幡の 青和栲 であつ 

た 事 は、 断言して さしつ かへ がな からう。 而も、 其 ふ 



つ さりと 竿頭から 垂れた 様 を、 山に 見立てた ものと 思 

はれる。 

黒 坂 命 葬送の 様 は、 赤 幡- 青幡 入り 交って、 雲 虹の 様 

ハタ シデ 

に飜 つて、 野 ゃ路を 照した ので 時の 人、 幡垂の 国と 言 

うたの を、 後人が、 信 太の 国と 言 ふ 様になった (常 陸 

風土記 逸文) と ある。 死人の 魂の 発散 を 防ぐ 為、 ある 

時期の 間 は、 殯に、 野 送りに、 墓の 上に、 常べ つたり 

の 招魂の 道具と して、 くさぐ の 染め 木綿の 幡を 立て 

たので ある。 

此幡 が、 今様の 旗で ない こと は、 信 太の 国の 地名 譚の 

y と 云 ふ 語から 見ても 知れる。 神の 純化が 遂げられ 



てゐ なかった 頃の 人々 は、 目に 見えぬ 力と して、 現し 

3 ヲ 

世の 姿を消した 人の 霊 を も、 神と 一 列に 幡 もて、 招ぎ 

よす ベ きものと 信じた の である。 

以上に よって、 私の 考 へる なる 物の 形 は、 略 諸君 

の 胸に、 具象 せられて 居る 事と 思 ふが、 (郷土 研 

究 三の 八. 四の 九) なる 棒の 先に、 其 名の 本た る^ 

サガ 

と 言 ふ、 染め 木綿の 類が 垂 つて 居た ので ある。 後期 王 

朝の 初めに は、 幡其 物に 直ちに、 神格 を 認める 様にな 

つて 居る。 別雷ノ 神の 纛 の 神 (令 集 解) と 言 ふ、 山城 

紀伊郡 真幡寸 神社な どが、 此 である。 而も、 やはり 「纛」 

の 字面に 拘泥して はならぬ。 此神 こそ は、 賀 茂の^^ 



なるみ あれ を祀 つた ものと 言 ふべ きで あらう。 

何処の 国で も、 大将軍 は必、 神 を 招ぎ よせ、 其 心 を 問 

ふ 事の 出来た 人で あらう。 倭 建ノ命 東征の 際に、 父 帝 

から 下された 柊の 八尋矛 (記) や、 神 功 皇后の 新羅 王 

の 門に、 杖け る 矛を樹 て、 来られた (紀) とい ふの も、 

» 物の ついた 槍の 類で はなく、 神 祭りの 幡榉 であった 

事 は、 奈 良の 都に なって、 神 祭りに 関係 ありさうな 

杠谷樹 の 八尋梓 根が、 累リに 諸国から 貢 進せられ てゐ 

る (続 紀) の を 見ても、 想像す る 事 は 出来ようと 思 ふ。 

スギホ コヮケ タケ ホ コック ヮケ 

尚、 杉 榉別ノ 命 神社. 多祁富 許都久 和気 ノ 神社な ど、 梓 

に 関係 ある 社が、 ざら に 全国に 分布して ゐる (神 名 式) 



こと を も、 傍証に 立てる 事が 出来る。 

ヒ ヽラギ ノヤ ヒロ ホ コネ ソ n ッカ ヌク 二 

比々 良 木 八尋梓 根底 不附国 (播磨 風土記 逸文) と ある 

のから 見ても、 此梓は 人 を 斬る もので なく、 地に 樹て 、 

神 を 祈る 物なる 事は訣 る。 梓 を 以て 戦に 出る の は、 随 

時に 随処に 衝き 立て、、 神意 を 問 ふこと が 出来る、 と 

言 ふこと なので ある。 戦場 往来に 用 ゐられ た 旗 さし 物 

は、 此方 面から 這 入る の を 順路と すべき 様で ある。 

五 

学問に、 常の 歎きと する 処は、 興味の 立ち遅れと 言 ふ 



ことで ある。 研究の 緒 口が つき 始めた 時分に は、 事実 

は あらゆる 関係に、 首尾 両端 を 没して 了うて ゐる。 此 

幡の 問題の 如き も、 悉く 外来の 旗と 習 合 を 遂げた 後、 

幾 百年の 花 紅葉が 散り 過ぎて、 後世 風の 源氏 • 楠 家の 

旗 だと 称する 贋物 類まで も、 手に 取れば ぼろぐ と 崩 

れる 様になった 頃、 やっと 物に なり かけて 来たので あ 

る。 「武備 志」 を 見ても、 四 神. 牙 神. 牙 旗 神 及び 其 他 

の 旗 神の 祭文と 言 ふ ものが 見えて、 軍陣に 神 を 勧 請す 

るの は 我国の 古風ば かりでなかった 事が 知られる。 但、 

此際 にも 直ちに、 唐土 伝来と 言 ふ 即決 だけ は、 つけぬ 

様に したい ものである。 軍学 者な どの 浅 まな 物識りぶ 



つた 説明に 鎚ら ずと も、 旗 さし 物の 起り 位 は 説け 相に 

思 ふ。 

旗 を 造り、 旗を樹 て、 又 其 持ち出す 際の 斎戒 謹慎の 有 

セ ミグ チ 

様 や、 又其蟬 口に は、 必、 神符 を 封 じ 籠め る (軍用 記) 

ョ n ガミ アヤ ヰ ガサ 

故実 も、 少武 氏の 旗の 横 上に、 綾藺笠 をつ けたの は、 

ャゥ ガウ 

眷属の 御霊の 影 向あって、 蟬 口に 御座 あるから との 家 

訓が ある (梅 松 論) とい ふの も、 支那 風 模倣と は 言 は 

れぬ 程、 古い 種 を 有して 居る ではない か。 熊 野の 湛増 

が、 船に 若 王子の 御正 体 を 載せ、 旗の 横 上に 金剛 童子 

を 書いて、 壇の 浦へ おし 寄せた (平家物語) とい ふの 

も、 同じ 影 向 勧 請 の 思想 である。 「菊 池 の 人々 に 向 ひて、 



矢 を 放つ 事 あるべからず」 とした 牛 王の 起請文 を、 旗 

の蟬 本に 押して、 少武 勢に 見せびらかした (太平 記) 

菊 池 方の 皮肉 も、 旗に 対する 長い 信仰の 歴史の 外に、 

勝手に ひょっこり 生れた 頓作 ではない。 

うはべ は 変っても、 中身 はや つれた ま、 に、 昔の 姿 を 

遺して 居た 旗 も、 武家 末期の 四 半の さし 物 を 横にした 

恰好の 国旗と なって 了うて は、 信仰の 痕は 迪られ さう 

も なくなった。 軍人が 身に 換 へて 大事に する 今の 軍旗 

と 言 ふ 物 も、 存外、 信仰と は 縁の 離れた 合理的な 倫理 

観の 対象と なって ゐる 様子で ある。 併しながら、 かく 

明治の 代に、 新な 習 合 をした 西洋の 旗に も、 実は 長い 



信仰の 連続 はあった 様で ある。 

此方 面の 研究 は、 南方 先生の 助力 を 仰がねば、 容易に 

結論 は 得られ 相で ない が、 西洋の 旗 幡類を 大別 すれば、 

すたんだ あどと、 ふらつ ぐと、 並びに 其 中間 を 行く 物 

との 三つが ある 様に 見える。 而も 本 は、 一 つのす たん 

だ あどに 帰着し 相で ある。 八 尋梓 根な ど をす たんだ あ 

d に比べて 見る と、 幾分の 似より は 見える。 唯 彼に 在 

つて は、 異物 崇拝の 対象なる 族 霊 (とうて む) の 像 を 

柄頭に つける が、 梓の 方に は 其がない。 尤、 後世の ¥ 

と い 或は 馬 じる し . 自身 又、 自分 • 自身た て 物 - 

自身 さし 物 • 自分 さし 物な どと も 言 ふ。 御 指 物 揃 • 馬 



じる し 等 —— など 言 ふ 類に は、 とうて むから 変った 物 

ハセ ッカヒ ベ 

ではない かと 思 はれる の も ある。 私 は、 昔の 丈 部 

(記. 姓氏 録. 万 葉) をば、 支那 風の 仗 人と 見ずに、 或 

サキ ォ 

は此 すたんだ あどに 似た 榉を 持って、 大将の 前 を 駆う 

カキべ 

た 部 曲 かと 考 へて 居る。 

秀吉の 在世の 頃から、 旗 さし 物 類の 発達 は 目 ざまし い 

ものであった。 諸士皆 競うて、 さし 物に 意匠 を 凝して、 

注目 を惹く 事に 努めた。 秀吉 • 家康 から、 単に さし 物 

の 画 や 字が 珍ら しいと 言 ふ の で 、 賞美せ られた 者 も 沢 

山 ある (武徳 編 年 集成 • 寛 政 重修諸 家譜 • 贞享書 上 其 

他)。 其 故、 諸侯の 家に は、 大小 二種の 馬 じる しゃ、 自 



身 • さし 物から、 諸士 • 雑兵の 番指物 • 袖 印 • 腰 印に 

至る まで、 其 数と 種類の 多い こと、 驚く ばかりで ある。 

さし 物の 多く は、 元 即興 的に 色々 の 物 を さした のが、 

却って かやう に 雑多な 発達に 導いた ものら しい。 長久 

手の 戦 ひの 屛風 絵に は、 籠 を 負うて、 薄な どの 青草 を 

さした 武者が、 二三 見えて 居る。 其が 大阪 攻めの 絵巻 

になる と、 よくも 僅かな 年月の 間に、 かやうな 変化 を 

遂げた もの、 と 目が 睜られ る 程で ある。 

薄 を さした さし 物から、 直ちに 聯想せられ るの は 

^と 云 ふさし 物 (大阪 攻め 絵巻. 弘 前軍 符) である。 

シナヒ フク ロヂ 

此は、 普通に 橈 と 言 はれる ところの、 袋 乳の 小 幟 風な 



旗の 長く 延びて 末に 尖り を 持った 物で あるが、 神事の 

より ましが さした 一つ 物 • 一 本 薄 (郷土 研究 三の 五 〇 

〇 等) など、 縁が ありさう である。 馬 じる し . さし 物 

が、 神事に 交渉の 深い こと は、 笠 鋒から 筋 を 引いた 物 

が、 諸家に 多く 行 はれて ゐる 事で も 知れる。 

有 馬 直 純の 指 物 (島 原御陣 諸家 指 物 図) に 使うた、 青 

サ カバ ヤシ 

杉の 酒 ほてと 言 ふ 物 は、 帘 の 一 種と 思 はれる が、 ほ 

力と ぼん でん (郷土 研究 三の 三 九 七) と帘 との 間の、 

脈絡 を繫 いで 居る ものと 言 ふ 事が 出来る。 

同じく、 植物 を だしに つけた 物にば りんの さし 物が あ 

る。 私 は 話頭 を 一 転して、 (円居 • 纏) の 話 を 
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